
 

 

平成 29 年 12 月１日 

報道機関 各位 
 
                         熊本大学 
 

【プレスリリースのご案内】 
 

熊本大学埋蔵文化財調査センター特別展示 2017 

『生活道具は変わらない？』の開催について 
 

 熊本市内外に所在にする、熊本大学の各キャンパスは遺跡の上に立地して

います。1994年以降、校舎やインフラなどの整備・改修工事に先立ち発掘調

査を実施しております。 

 本年度は、これまでの発掘調査で出土した縄文時代から近代までの様々な

特徴的な遺物を集めて展示する特別展示2017『生活道具は変わらない？』を

下記のとおり開催いたします。遺物を身近なものと感じることによって、熊

本市内の歴史と埋蔵文化財に、関心とご理解を頂ければ幸いと存じます。つ

きましては、一般の方々へのご周知をお願いいたします。 

 

 

記 

  

熊本大学埋蔵文化財調査センター特別展示2017 

『生活道具は変わらない？』 

 

＊開催期間：平成29年12月1日（金）～平成29年4月27日（金） 

      開館時間 9：00～17：00 

      ※土日・祝日、年末年始（12月28日～1月3日）はお休み 

 

＊会  場：熊本大学埋蔵文化財調査センター １階 展示室 ※入場無料 

      （熊本大学黒髪南地区） 

      ・駐車場はありますが、混雑する場合もございますのでなるべく公共

交通機関をご利用ください。 

 

＊期間中の12月8日（金）AM10:00～11:00に、調査員による説明会を行います。 

 

 

 

 

国立大学法人熊本大学 



（展示概要） 

 熊本大学埋蔵文化財調査センターでは、１９９４年より大学の各キャンパスの発

掘調査を実施してきました。大学からは縄文時代から近代までの遺跡が見つかって

おり、この間に使用された様々な生活道具である「遺物」が出土しています。 

 本展示では遺物を「器」、「装身具と遊具」、「調理道具」、「採集道具と加工

具」、「墓と副葬品」の５つのテーマに分けて紹介します。例えば、「器」のテー

マでは、縄文時代にスープを作る煮炊きに使用した深
ふか

鉢
ばち

や、古墳時代にお祭りに用

いられたと思われる土師器
は じ き

、奈良・平安時代の建物の安全を祈る地
じ

鎮
ちん

具
ぐ

として用い

られた碗、熊本大学工学部の前身である熊本高等工業学校の寮「工友寮」の学生が

使用した食器などが展示され、各時期の器の変化を見ることが出来ます。また、「調

理道具」では奈良・平安時代の蒸し器である 甑
こしき

や、近世にフライパンの役割をは

たした炮烙
ほうらく

など、現在の調理道具と繋がる遺物が展示されています。 

このほかにも、近世～近代の遊具の一種である泥面子や近世～近代の副葬品であ

る六道
ろくどう

銭
せん

など計64点の資料と解説パネル、現代の道具を陳列した展示により、熊本

大学から出土した生活道具の変遷をうかがうことができます。遺跡から出土する馴

染みのなさそうな遺物が、私たちの身の回りにある生活道具と繋がっていることを

実感して頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問合せ先＞ 

熊本大学埋蔵文化財調査センター 

担当：山野ケン陽次郎・大坪志子 

T E L： 096-342-3832 

E-mail： maibun@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

     

 

 

写真１ 縄文土器 

 

写真２ 近世～近代の六道銭 

 



※12 月８日には展示の説明会を開催いたします。詳細は裏面をご参考ください。
休館日 / 土・日・祝日・12 月 28 日～１月３日

会場 / 熊本大学埋蔵文化財調査センター

入場
無料12.01 4.27

2017 2018■主催・問合わせ先（平日 9:00 ～ 17:00）

〒860-8555

熊本県熊本市中央区黒髪２－39－１　TEL　096-342-3832

http://www.kumamoto-u.ac.jp/organizations/maibun/ 

熊本大学埋蔵文化財調査センター

熊本大学埋蔵文化財調査センター特別展示 2017

生
活
道
具
は

変
わ
ら
な
い

生
活
道
具
は

変
わ
ら
な
い
？



■熊本大学黒髪キャンパスへのアクセス ■熊本大学黒髪キャンパスの位置

　熊本大学は、県下有数の遺跡の上に立地しています。熊本大学埋蔵文化財調査センターでは、

1994 年からキャンパス内の遺跡の発掘調査を実施してきました。この度、これまでの調査で出土し

た様々な遺物を集めた特別展示「生活道具は変わらない？」を開催します。遺跡から出土する馴染

みのなさそうな遺物が、実は今日の私たちの身の回りにある生活道具と繋がっていることを実感し

て頂きたい思います。　

　展示期間中に、発掘調査の担当者による展示説明会を下記のように開催いたしますので、ふるっ

てご参加くださいませ。

　　　　12 月 08 日（金）　AM10:00 ～ 11:00

◇展示説明会◇
発掘担当者が展示の内容を説明をいたします。下記日程を予定しています。

会　場：熊本大学埋蔵文化財調査センター　※申し込み等不要

特別展示のご案内

会場案内

主な展示遺物

熊本大学黒髪地区

・縄文～近代の土器

・縄文時代と古代の漁網錘

・古代の装身具

・近世～近代の泥面子

・近代の六道銭

子１・７・８・10・17・18・20 系統

子１・７・８・10・17・20 系統

N

至阿蘇

埋蔵文化財調査センター

バス停 熊本大学前

※表紙の写真はキャンパスから出土した縄文時代から近代の土器


